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 2025年（大阪・関西万博開催年）は阪神･淡路大震災から30年

 阪神･淡路で生まれたコンセプト「創造的復興」をテーマに、被災地の知事や海外の自治体・関係機関など
が意見交換し、世界に向け発信

創造的復興サミット
〜単に災害前の状態に戻すだけでない Build Back Better の概念の提唱〜

阪神・淡路大震災（H7）

趣 旨

開催時期 2025年9月20日（土）の午後
※国際防災の日(10/13）に向けた、｢創造的復興ウィーク（万博の兵庫県版テーマウィークの１つ）｣に位置づけ
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熊本地震（H28)
東日本大震災（H23)

新潟県中越地震(H16)

岩手

トルコ

ウクライナ

「創造的復興」の理念を
活かしたウクライナ支援
検討会をＲ5.3月に設置

トルコ地震復旧・復
興支援プロジェクト
をＲ5.2月に立ち上げ

神戸ポートピアホテル開催場所

主な内容 ・主な国内外の被災地の知事・関係機関等による討議
・被災地の高校生による活動報告・提案（午前中の報告会の総括）

・兵庫宣言(イニシアチブ ) [サミット終了後、共同記者会見]
※サミット前に、防災関連施設の視察（自由参加）

主なﾒﾝﾊﾞｰ 国内被災地の知事（兵庫､宮城､福島、石川等）、市町村長(神戸市､南三陸町､珠洲市等）

海外の被災自治体(トルコ､ウクライナ等)、関西広域連合長､関経連会長､兵庫県商工会議所連合会会頭等 計20名程度

石川

能登半島地震(R6)

主 催 兵庫県 協力：関西広域連合、経済界(関西経済連合会、兵庫県商工会議所連合会等）

人と防災未来センター

＜問い合わせ先＞危機管理部防災⽀援課 TEL：078-362-9158 MAIL：bosaishien@pref.hyogo.lg.jp
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創造的復興サミット 概要

【⾼校⽣・⼤学⽣による活動報告会（10:00〜11:45）】
備考時間内容

兵庫県知事５分開会挨拶

５名×10分程度５５分高校生・大学生による活動報告

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ対応
３０分ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

15分次世代の行動宣言取りまとめ

備考時間内容

演奏・合唱を実施10分【サミット参加者へのおもてなし（音楽、展示観覧等）】 12:50

【創造的復興サミット】 １３：００～１６：４０

兵庫県知事、内閣府防災大臣（ビデオメッセージ）５分開会挨拶

５分高校生・大学生による報告

（休憩含む）10０分国内参加者による発言（これまでの復興の取組と今後の課題）

展示…動画放映、人防展示物、パネル等10分休憩（展示観覧等）

4０分意見交換（各地に共通する復興の理念、今後の備え等）

トルコ、ウクライナ、台湾 ×１０分程度3０分海外参加者による事例発表

記者クローズ・オンライン配信終了20分兵庫宣言とりまとめ

会場移動（偕楽→和楽）10分記念撮影・移動

2０分【共同記者会見】 １６：４０～１７：００

【創造的復興サミット（午後）】

サミット当⽇（9/20）の基本⽇程

サミット会場（ポートピアホテルB1「偕楽」）
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備考内容視察先時間

神戸ポートピアホテル 発８：３０

映像10分、
館内視察30分

①阪神高速震災資料保管庫９：１０～9：5０

河田ｾﾝﾀｰ長随行館内視察40分②人と防災未来センター１０：1０～１0：5０

映像20分、館内視察10分、
昼食50分

③灘の酒蔵「神戸酒心館」１１：0０～１２：２０

神戸ポートピアホテル 着12:50

※エクスカーション視察先・⽇程(案)

創造的復興サミット エクスカーション⽇程について

【①阪神高速震災資料保管庫】 【③神戸酒心館（昼食会場）】

令和７年９⽉20⽇（⼟）

サミット出席者のうち、希望者に対してエクスカーションを以下のとおり実施

【②人と防災未来センター】
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＜会場内展⽰＞
・動画

「R7.1.17式典前動画」及び「防災ツーリズム」の動画を休憩中に放映
・⼈と防災未来センター展⽰物

阪神・淡路⼤震災当時の遺留物を中⼼とした展⽰物を設置
・パネル

「30年事業等を紹介するパネル」及び「⼈と防災未来センター内のパネル」を展⽰

＜サミット会場の配置＞

※サミット終了後、会場外の階段で
記念撮影を実施

（スクリーン）
資料投影
動画放映

（舞台）
おもてなし演出

（展⽰スペース）
⼈防展⽰物
パネル設置15枚程度

【１階⇔地下１階 階段】

ポートピアホテル
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